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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年12月期第３四半期 12,847 － 866 － 859 － 575 －

2023年12月期第３四半期 － － － － － － － －

（注）包括利益 2024年12月期第３四半期 573百万円（－％） 2023年12月期第３四半期 －百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年12月期第３四半期 37.23 －

2023年12月期第３四半期 － －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年12月期第３四半期 6,516 2,933 45.0 188.72

2023年12月期 7,667 2,642 34.5 171.28

（参考）自己資本 2024年12月期第３四半期 2,930百万円 2023年12月期 2,642百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年12月期 － 0.00 － 27.00 27.00

2024年12月期 － 8.00 －

2024年12月期（予想） 9.00 17.00

１．2024年12月期第３四半期の連結業績（2024年１月１日～2024年９月30日）

（注）当社は、2023年12月期より決算日を３月31日から12月31日に変更いたしました。従いまして、経過期間である前連結会計年度は第３四半期

連結財務諸表を作成していないため、2023年12月期第３四半期の連結経営成績（累計）及び対前年同四半期増減率は記載しておりません。

また、2024年４月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っており、１株当たり四半期純利益は、前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

（２）連結財政状態

（注）当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っており、１株当たり純資産は、前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っており、2023年12月期につきましては、当該株式分

割前の実際の配当金の額を記載しております。なお、2024年12月期（予想）の期末配当については、当該株式分割の影響を考慮して記載し

ております。また、2023年12月期は、決算期変更を行い2023年４月１日から2023年12月31日までの９か月間となり配当の基準日も変更とな

りました。これに伴い、2023年12月期の中間配当は実施しませんでした。



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,000 － 1,200 － 1,190 － 820 － 53.01

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年12月期３Ｑ 16,175,520株 2023年12月期 16,122,520株

②  期末自己株式数 2024年12月期３Ｑ 646,966株 2023年12月期 696,166株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年12月期３Ｑ 15,467,555株 2023年12月期３Ｑ －株

３．2024年12月期の連結業績予想（2024年１月１日～2024年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

2023年12月期は、決算期変更を行い2023年４月１日から2023年12月31日までの９か月となります。これに伴い、通期の対前期増減率につ

いては記載しておりません。

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っており、前連結会計年度の期首に当該株式分

割が行われたと仮定して発行済株式数（普通株式）を算定しております。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する

説明」をご覧ください。

(決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法)

当社は、2024年11月13日に機関投資家及び個人投資家向けに決算説明会（オンライン配信形式）を開催する予定で

す。また、決算説明会資料及び決算説明会動画は後日当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間
増減額

増減率

（％）

売 上 高 － 12,847 － －

売 上 総 利 益

(％)

－

(－)

3,870

(30.1)
－ －

営 業 利 益

（％）

－

(－)

866

(6.7)
－ －

経 常 利 益

（％）

－

(－)

859

(6.6)
－ －

親会社株主に帰属する四半期純利益

（％）

－

(－)

575

(4.4)
－ －

前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間
増減額

増減率

(％)

リ ア ル イ ベ ン ト 分 野 － 10,255 － －

デ ジ タ ル 分 野 － 651 － －

商 環 境 分 野 － 1,527 － －

そ の 他 － 412 － －

売 上 高 合 計 － 12,847 － －

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

（単位:百万円）

（注）売上総利益、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益の下段に記載している数値は、それぞれ売上高に対する割合を

示しております。また、当社は、2023年12月期より決算日を３月31日から12月31日に変更いたしました。従いまして、経過期間である前

連結会計年度は第３四半期連結財務諸表を作成していないため、前第３四半期の連結累計期間及び対前四半期増減額、増減率は記載して

おりません。

当第３四半期連結累計期間における売上高は、128億47百万円となりました。また、売上総利益は38億70百万

円、営業利益は８億66百万円、経常利益は８億59百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は５億75百万円とな

りました。

各商材カテゴリー別の売上高につきましては、次のとおりです。

（単位：百万円）

（注）当社は、2023年12月期より決算日を３月31日から12月31日に変更いたしました。従いまして、経過期間である前連結会計年度は第３四半

期連結財務諸表を作成していないため、前第３四半期の連結累計期間及び対前四半期増減額、増減率は記載しておりません。

リアルイベント分野の売上高は102億55百万円となりました。また、デジタル分野の売上高は６億51百万円、商

環境分野の売上高は15億27百万円となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末における資産は、65億16百万円（前連結会計年度末比11億50百万円減）となりまし

た。これは、受取手形、売掛金及び契約資産が９億80百万円減少したこと等によります。負債は、35億83百万円

（前連結会計年度末比14億41百万円減）となりました。これは、買掛金が６億22百万円、長期借入金が３億32百万

円減少したこと等によります。純資産は、29億33百万円（前連結会計年度末比２億91百万円増）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間における業績経過は、概ね計画通りに推移しているため、通期の業績予想につきまし

ては、2024年２月14日の決算発表時に公表いたしました業績予想から変更はございません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部
流動資産

現金及び預金 2,527,681 2,539,911
受取手形、売掛金及び契約資産 2,627,220 1,646,487
仕掛品 848,090 833,055
原材料及び貯蔵品 4,723 435
その他 366,676 331,611
貸倒引当金 △1,435 △1,787

流動資産合計 6,372,956 5,349,714

固定資産

有形固定資産 652,386 653,032
無形固定資産

ソフトウエア 80,487 104,701
その他 31,293 290

無形固定資産合計 111,781 104,992

投資その他の資産

投資有価証券 7,279 1,646
繰延税金資産 125,204 26,812
敷金 395,025 373,913
その他 3,383 7,416
貸倒引当金 △870 △825

投資その他の資産合計 530,023 408,962

固定資産合計 1,294,190 1,166,987

資産合計 7,667,146 6,516,701

負債の部

流動負債
買掛金 1,431,106 808,757
短期借入金 30,000 40,000
１年内返済予定の長期借入金 470,106 459,450
リース債務 6,724 5,556
未払法人税等 245,626 10,747
契約負債 308,191 99,876
賞与引当金 266,538 59,928
工事補償引当金 659 96
その他 517,086 709,643

流動負債合計 3,276,039 2,194,056

固定負債

長期借入金 1,688,100 1,356,000
リース債務 18,594 14,413
退職給付に係る負債 8,443 9,371
株式給付引当金 33,710 6,598
その他 － 2,946

固定負債合計 1,748,849 1,389,330

負債合計 5,024,888 3,583,387

純資産の部

株主資本
資本金 222,543 239,701
資本剰余金 338,135 357,270
利益剰余金 2,338,072 2,573,232
自己株式 △259,440 △240,671

株主資本合計 2,639,310 2,929,534

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,947 973

その他の包括利益累計額合計 2,947 973

非支配株主持分 － 2,807

純資産合計 2,642,258 2,933,314

負債純資産合計 7,667,146 6,516,701

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年９月30日)

売上高 12,847,477

売上原価 8,977,059

売上総利益 3,870,418

販売費及び一般管理費 3,003,565

営業利益 866,852

営業外収益

受取利息 150

受取配当金 144

投資有価証券売却益 3,381

雑収入 1,278

営業外収益合計 4,955

営業外費用

支払利息 10,379

雑損失 2,324

営業外費用合計 12,703

経常利益 859,104

特別利益

固定資産売却益 427

特別利益合計 427

特別損失

固定資産売却損 779

固定資産除却損 0

特別損失合計 779

税金等調整前四半期純利益 858,751

法人税、住民税及び事業税 184,456

法人税等調整額 99,154

法人税等合計 283,610

四半期純利益 575,141

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △643

親会社株主に帰属する四半期純利益 575,785

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年９月30日)

四半期純利益 575,141

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,973

その他の包括利益合計 △1,973

四半期包括利益 573,167

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 573,811

非支配株主に係る四半期包括利益 △643

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

当社グループは、「エクスペリエンス・マーケティング事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年９月30日)

減価償却費 98,060千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

取得の対価　現金　　200百万円

取得原価　　　　　　200百万円

（重要な後発事象の注記）

（取得による企業結合）

当社は、2024年９月30日開催の取締役会において、株式会社ヒラミヤの全株式を取得し、子会社化することにつ

いて決議し、同日付で株式譲渡契約を締結し、2024年10月７日付で全株式を取得しました。

１．企業結合の概要

①被取得企業の名称およびその事業の内容

被取得企業の名称：株式会社ヒラミヤ

事業の内容　　　：商業施設の什器・装飾品等の製造、自動車・特殊車両の部品製造

②企業結合を行った主な理由

株式会社ヒラミヤは、金属加工業を主事業としており商業施設の什器・装飾品、特殊車両部品等を製造し

ております。豊富なノウハウと対応力で顧客ニーズの具現化段階から、制作・設置作業まで一気通貫で対応

できることを強みとしています。当社が将来に向けて更なる飛躍と発展を遂げていくために、株式会社ヒラ

ミヤが持つ豊富な知識と、それを活かした提案力・機動力を、当社グループの事業領域に取り入れることに

よって、クライアントに提供できるソリューションの幅を広げ、より付加価値の高い包括的なソリューショ

ンの提供を行っていくことを目指し、子会社化することといたしました。

③企業結合日

2024年10月７日

④企業結合の法的形式

株式取得

⑤結合後企業の名称

変更はありません。

⑥取得した議決権比率

100％

⑦取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したことによるものです。

２．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

３．主要な取得関連費用の内訳および金額

アドバイザリーに対する報酬・手数料等　26百万円

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法および償却期間

現時点では確定しておりません。

５．企業結合日に受け入れた資産および引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。
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セグメントの名称

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年１月１日
　至 2024年９月30日)

受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比

(％)

エクスペリエンス・

マーケティング事業
14,364,764 － 7,345,087 －

合計 14,364,764 － 7,345,087 －

セグメントの名称
当第３四半期連結累計期間

(自 2024年１月１日
　至 2024年９月30日)

前年同四半期比
(％)

エクスペリエンス・

マーケティング事業(千円)
12,847,477 －

合計(千円) 12,847,477 －

３．その他

生産、受注及び販売の状況

①　生産実績

当社グループは、企業や団体の広告活動・販促活動に伴う、情報伝達を目的とした各種イベント及びマーケテ

ィングツールの企画・制作・運営を主たる業務として行っており、生産実績を定義することが困難であるため、

生産実績の記載はしておりません。

②　受注状況

当第３四半期連結累計期間(自　2024年１月１日　至　2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間の受注状況は次のとおりであります。

（注）2023年12月期は決算期変更により９か月の変則決算となっております。これに伴い、2023年12月期第３四半期連結

財務諸表を作成していないため、2023年12月期第３四半期の受注高及び受注残高、前年同四半期比については記載

しておりません。

③　販売実績

当第３四半期連結累計期間(自　2024年１月１日　至　2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間の販売実績は次のとおりであります。

（注）2023年12月期は決算期変更により９か月の変則決算となっております。これに伴い、2023年12月期第３四半期連結

財務諸表を作成していないため、2023年12月期第３四半期の販売実績及び前年同四半期比については記載しており

ません。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年11月12日

株式会社　博　　展

取締役会　御中

RSM清和監査法人

東京事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 藤本　亮

指定社員
業務執行社員

公認会計士 小菅　義郎

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社博展の2024年１月１日から2024年12月31日ま

での連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年７月１日から2024年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間

（2024年１月１日から2024年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結

損益計算書、四半期連結包括利益計算書 及び 注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役 の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記は期中レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期決算

短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象に含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半

期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計

基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して、作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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